
(57)【要約】

【課題】　需要予測の精度を上げなくとも実績値と予測

値の差を少なくする。

【解決手段】　エネルギー料金設定部３４は、各需要家

１１1～１１nのエネルギー負荷の需要予測値と、需要量

計測部３２によって計測された実際の需要量を比較し、

その差分に対するペナルティー料金単価を基本料金単価

に加えたものを、当該需要家のエネルギー料金単価と決

定する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 １ つ ま た は 複 数 の エ ネ ル ギ ー 発 生 装 置 と 、 １ つ ま た は 複 数 の エ ネ ル ギ ー 蓄 積 装 置 と 、 １
つ ま た は 複 数 の エ ネ ル ギ ー 負 荷 を 有 す る 複 数 の 需 要 家 か ら な る 分 散 型 エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム
に お け る 、 前 記 エ ネ ル ギ ー 負 荷 の 需 要 予 測 値 に 基 づ い て 前 記 エ ネ ル ギ ー 発 生 装 置 と 前 記 エ
ネ ル ギ ー 蓄 積 装 置 の 運 転 計 画 を 作 成 す る 分 散 型 エ ネ ル ギ ー 需 給 制 御 方 法 に お い て 、 前 記 需
要 予 測 値 と 前 記 需 要 家 の 実 績 値 の 差 分 が 小 さ い 程 エ ネ ル ギ ー 料 金 単 価 を 安 く 設 定 す る こ と
を 特 徴 と す る 分 散 型 エ ネ ル ギ ー 需 給 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 需 要 予 測 値 を 、 前 記 運 転 計 画 に 基 づ い て 修 正 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 分 散 型 エ ネ ル
ギ ー 需 給 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 需 要 予 測 値 が 前 記 需 要 家 に よ っ て 作 成 、 申 告 さ れ た も の で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の
分 散 型 エ ネ ル ギ ー 需 給 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 複 数 の エ ネ ル ギ ー 負 荷 を 有 す る 需 要 家 に 対 し て 、 前 記 需 要 予 測 値 お よ び ／ ま た は 前
記 各 時 間 帯 ご と の エ ネ ル ギ ー 料 金 単 価 を 提 示 し 、 提 示 さ れ た 前 記 需 要 予 測 値 に 対 し て 前 記
需 要 家 が 修 正 し た 需 要 予 測 値 に 基 づ い て 前 記 運 転 計 画 を 修 正 し 、 再 度 前 記 需 要 家 へ 需 要 予
測 値 お よ び ／ ま た は 前 記 各 時 間 帯 ご と の エ ネ ル ギ ー 料 金 単 価 を 提 示 す る 、 請 求 項 １ か ら ３
の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 分 散 型 エ ネ ル ギ ー 需 給 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 １ つ ま た は 複 数 の エ ネ ル ギ ー 発 生 装 置 と 、 １ つ ま た は 複 数 の エ ネ ル ギ ー 蓄 積 装 置 と 、 １
つ ま た は 複 数 の エ ネ ル ギ ー 負 荷 を 有 す る 分 散 型 エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム に 接 続 さ れ 、 前 記 エ ネ
ル ギ ー 負 荷 の 需 要 予 測 値 に 基 づ い て 前 記 エ ネ ル ギ ー 発 生 装 置 と 前 記 エ ネ ル ギ ー 蓄 積 装 置 の
運 転 計 画 を 作 成 す る 分 散 型 エ ネ ル ギ ー 需 給 制 御 装 置 に お い て 、 需 要 家 の 前 記 需 要 予 測 値 と
前 記 需 要 家 の 実 績 値 の 差 分 を 求 め 、 該 差 分 が 小 さ い 程 エ ネ ル ギ ー 料 金 単 価 を 安 く 設 定 す る
手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 分 散 型 エ ネ ル ギ ー 需 給 制 御 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 エ ネ ル ギ ー 発 生 装 置 と エ ネ ル ギ ー 蓄 積 装 置 を 有 し 、 電 力 系 統 に 接 続 さ れ た 多
数 の 需 要 家 か ら な る 分 散 型 エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム の 分 散 エ ネ ル ギ ー 需 給 制 御 方 法 お よ び 装 置
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 分 散 型 エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム の エ ネ ル ギ ー を 有 効 に 利 用 し 低 コ ス ト な 運 用 制 御 を 行 う 方 法
と し て 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 分 散 型 エ ネ ル ギ ー コ ミ ュ ニ テ ィ ー シ ス テ ム と そ の 制
御 方 法 が あ る 。 こ れ は 、 制 御 セ ン タ が 、 制 御 装 置 か ら 通 信 線 を 介 し て 燃 料 電 池 の 発 電 量 と
蓄 電 池 の エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 量 と 負 荷 の 電 力 消 費 量 の デ ー タ を 受 信 し て 、 各 エ ネ ル ギ ー 発 生 装
置 に 発 電 電 力 値 お よ び 受 送 電 電 力 値 を 指 令 し て 、 電 力 需 要 の 日 負 荷 特 性 が 異 な る 複 数 の 分
散 型 エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム 間 に お い て 電 力 線 を 介 し て の 電 力 需 給 を 補 完 制 御 す る シ ス テ ム で
あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ４ ４ ８ ７ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 分 散 型 エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム の エ ネ ル ギ ー 需 要 を 予 測 す る 方 法 と し て 、 重 回 帰 分 析 を
用 い た も の や ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク を 用 い る 方 法 が あ る 。 こ れ ら は 気 温 や 天 気 と い っ た
気 象 状 況 を 説 明 変 数 に 用 い る も の が 多 く 、 天 気 予 報 の 精 度 に 大 き く 依 存 す る 。 し か し 、 天
気 予 報 の 精 度 は ま だ 完 全 で は な く 、 外 れ る こ と も 多 い 。 ま た エ ネ ル ギ ー 需 要 量 は 天 気 だ け
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で な く 、 個 人 の 習 慣 な ど も 影 響 し 、 こ れ ら を 考 慮 す る こ と は 難 し い 。 上 述 し た 要 因 以 外 に
も 需 要 家 の 需 要 量 に 影 響 を 及 ぼ し て い る と 考 え ら れ る も の が あ り 、 こ の よ う な 複 雑 な 要 因
か ら 上 記 シ ス テ ム に お い て 従 来 の 方 法 だ け で は 需 要 予 測 の 精 度 が 悪 い た め 、 電 力 需 給 を 最
適 に 制 御 す る の は 困 難 で あ る と い っ た 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 需 要 予 測 の 精 度 を 上 げ な く と も 実 績 値 と 予 測 値 の 差 を 少 な く す る こ と
が で き る 分 散 エ ネ ル ギ ー 需 給 制 御 方 法 お よ び 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 分 散 型 エ ネ ル ギ ー 需 給 制 御 装 置 が 、 需 要 予 測 部
に よ っ て 予 測 さ れ た 需 要 予 測 値 に 実 績 値 が 近 け れ ば エ ネ ル ギ ー 料 金 単 価 を 安 く 設 定 す る こ
と で 各 需 要 家 の 需 要 量 を 操 作 す る 。 ま た 、 運 転 計 画 に 基 づ い た 需 要 量 に 修 正 す る こ と に よ
っ て 各 需 要 家 の 需 要 量 を 操 作 す る 。 さ ら に 、 需 要 予 測 装 置 が 行 っ た 需 要 予 測 結 果 を 各 需 要
家 に 提 示 し 、 各 需 要 家 か ら 需 要 量 の 変 更 の 申 告 を 受 け 付 け る こ と で 顧 客 満 足 度 と 予 測 精 度
の 向 上 を 図 る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 分 散 型 エ ネ ル ギ ー 需 給 制 御 装 置 が 需 要 予 測 装 置 に よ っ て 予 測 さ れ た 需
要 予 測 値 と 実 績 値 の 差 分 を 利 用 し た 料 金 的 イ ン セ ン テ ィ ブ を 需 要 家 に 与 え る こ と に よ り 、
需 要 予 測 の 精 度 を 上 げ な く と も 実 績 値 と 予 測 値 の 差 を 少 な く す る こ と が で き る 。 ま た 、 運
転 計 画 に 基 づ い た 需 要 量 に 修 正 す る こ と に よ り 、 短 時 間 で エ ネ ル ギ ー を 効 率 よ く 利 用 す る
こ と が で き る 需 要 量 を 作 成 で き る 。 さ ら に 、 各 需 要 家 か ら の 需 要 量 の 申 告 を 受 け 付 け る こ
と に よ っ て 精 度 の 高 い 需 要 予 測 を 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 分 散 型 エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム と 分 散 型 エ ネ ル ギ ー 需 給 制
御 装 置 の 構 成 を 示 し て い る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 当 該 分 散 型 エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム １ は 需 要
家 １ １ 1 、 需 要 家 １ １ 2 、 ・ ・ ・ 、 需 要 家 １ １ n と い っ た 複 数 の 需 要 家 と 蓄 電 池 １ ２ か ら 構
成 さ れ 、 電 力 系 統 ２ に 接 続 さ れ て い る 。 こ こ で 蓄 電 池 １ ２ は 需 要 家 １ １ 1 ～ １ １ n の 共 用 設
備 と し 、 需 要 家 １ １ 1 ～ １ １ n で 発 電 し た 余 剰 電 力 を 充 電 し 、 不 足 電 力 を 放 電 に よ っ て 補 う
も の と す る 。 各 需 要 家 に は エ ネ ル ギ ー 発 生 装 置 と し て 燃 料 電 池 ２ １ 、 貯 湯 槽 ２ ２ 、 エ ネ ル
ギ ー 負 荷 と し て 電 力 負 荷 ２ ３ 、 熱 負 荷 ２ ４ が 備 え ら れ て い る 。 各 需 要 家 の 燃 料 電 池 ２ １ と
蓄 電 池 １ ２ お よ び 電 力 負 荷 ２ ３ は 、 図 に 細 線 で 示 す 電 力 線 で 電 力 系 統 ２ に 接 続 さ れ て お り
、 熱 負 荷 ２ ４ や 貯 湯 槽 ２ ２ は 図 に 太 線 で 示 す 熱 配 管 で 接 続 さ れ て い る 。 こ こ で 、 需 要 家 １
１ 1 ～ １ １ n に 設 置 さ れ る エ ネ ル ギ ー 発 生 装 置 お よ び エ ネ ル ギ ー 蓄 積 装 置 の 有 無 や 種 類 、 融
通 形 態 は 様 々 で あ る 。 例 え ば エ ネ ル ギ ー 発 生 装 置 お よ び エ ネ ル ギ ー 蓄 積 装 置 を 複 数 所 有 し
、 余 っ た 電 力 は 融 通 す る 需 要 家 や 、 電 力 負 荷 ２ ３ 、 熱 負 荷 ２ ４ の み を 所 有 す る 需 要 家 な ど
が 存 在 す る 。 需 要 家 １ １ 1 ～ １ １ n は 申 告 装 置 ２ ５ か ら 通 信 線 を 介 し て 熱 電 負 荷 ２ ３ 、 ２ ４
を 使 用 す る 需 要 時 間 帯 、 需 要 量 を 分 散 型 エ ネ ル ギ ー 需 給 制 御 装 置 ３ に 申 告 し 、 必 要 に 応 じ
て 熱 電 負 荷 ２ ３ 、 ２ ４ を 使 用 す る 。 一 方 、 分 散 型 エ ネ ル ギ ー 需 給 制 御 装 置 ３ は 運 転 計 画 作
成 部 ３ １ 、 需 要 量 予 測 部 ３ ３ 、 需 要 量 計 測 部 ３ ２ 、 エ ネ ル ギ ー 料 金 設 定 部 ３ ４ を 備 え て お
り 、 各 需 要 家 １ １ 1 ～ １ １ n の 各 部 ２ １ ～ ２ ５ お よ び 蓄 電 池 １ ２ は 図 に 点 線 で 示 す 通 信 線 に
よ り 分 散 型 エ ネ ル ギ ー 需 給 制 御 装 置 ３ に 接 続 さ れ て い る 。 運 転 計 画 作 成 部 ３ １ は 各 需 要 家
１ １ 1 ～ １ １ n に お け る 燃 料 電 池 ２ １ や 共 用 設 備 で あ る 蓄 電 池 １ ２ を 制 御 す る た め に 燃 料 電
池 ２ １ や 蓄 電 池 １ ２ に 接 続 さ れ 、 需 要 量 予 測 部 ３ ３ か ら 需 要 量 に 基 づ い て エ ネ ル ギ ー 発 生
装 置 の 運 転 計 画 を 作 成 す る 。 需 要 量 計 測 部 ３ ２ は 各 負 荷 ２ ３ 、 ２ ４ に 接 続 さ れ 、 需 要 家 １
１ 1 ～ １ １ n の 需 要 量 で あ る 実 績 値 を 常 時 計 測 す る 。 需 要 量 予 測 部 ３ ３ は 需 要 家 １ １ 1 ～ １
１ n か ら の 申 告 情 報 を 取 得 す る た め に 申 告 装 置 ２ ５ に 接 続 さ れ 、 需 要 量 計 測 部 ３ ２ に よ っ
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て 計 測 さ れ た 過 去 の 履 歴 に 基 づ い て 重 回 帰 分 析 や ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク 法 を 用 い て 需 要
量 を 予 測 す る 。 エ ネ ル ギ ー 料 金 設 定 部 ３ ４ は 需 要 量 計 測 部 ３ ２ と 需 要 量 予 測 部 ３ ３ と に 接
続 さ れ 、 外 部 電 力 事 業 者 に よ る 電 力 と ガ ス の 価 格 デ ー タ ベ ー ス ４ と 各 需 要 家 ご と の 予 測 値
と 実 績 値 に 基 づ い て 各 需 要 家 １ １ 1 ～ １ １ n の エ ネ ル ギ ー 料 金 を 決 定 す る 。 こ こ で 分 散 型 エ
ネ ル ギ ー シ ス テ ム １ は 外 部 の 電 力 事 業 者 と ガ ス 事 業 者 か ら 予 め 決 め ら れ た 単 価 で 電 力 や ガ
ス を 購 入 す る も の と し 、 そ の 購 入 量 は 分 散 型 エ ネ ル ギ ー 需 給 制 御 装 置 ３ の 運 転 計 画 作 成 部
３ １ が 決 定 す る も の と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ２ は 図 １ に 示 し た 運 転 計 画 作 成 部 ３ １ の 全 体 動 作 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で
あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 運 転 計 画 作 成 部 ３ １ は 、 ま ず 外 部 電 力 事 業 者 お よ び ガ ス 事 業 者
に お け る 電 力 と ガ ス の 価 格 Ｄ Ｂ ４ か ら そ れ ぞ れ の 価 格 を 入 力 し 、 需 要 家 １ １ 1 ～ １ １ n か ら
申 告 さ れ た 需 要 時 間 帯 や 需 要 量 に 関 す る 情 報 を 入 力 す る （ ス テ ッ プ １ ０ １ ） 。 こ れ ら の 情
報 に 基 づ い て 重 回 帰 分 析 や ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク を 用 い た エ ネ ル ギ ー 需 要 予 測 手 法 に よ
る 電 力 と 熱 の 需 要 量 の 予 測 値 、 需 要 家 か ら の 申 告 に よ る 予 測 値 、 需 要 量 予 測 部 ３ ３ に よ っ
て 作 成 さ れ た 予 測 値 に 基 づ い て 各 需 要 家 １ １ 1 ～ １ １ n ご と に 需 要 量 を 決 定 す る （ ス テ ッ プ
１ ０ ２ ） 。 こ こ で 需 要 家 の 申 告 お よ び 予 測 さ れ た 電 力 需 要 量 に 基 づ い て 適 当 な 初 期 運 転 計
画 を 作 成 し （ ス テ ッ プ １ ０ ３ ） 、 そ の 初 期 運 転 計 画 か ら 遺 伝 的 ア ル ゴ リ ズ ム や タ ブ ー サ ー
チ と い っ た 最 適 化 問 題 を 解 く 手 法 を 用 い て 短 時 間 で ラ ン ニ ン グ コ ス ト が 最 小 に な る よ う に
エ ネ ル ギ ー 発 生 装 置 の 運 転 計 画 を 作 成 す る （ ス テ ッ プ １ ０ ４ ） 。 規 定 の 計 算 回 数 を 繰 り 返
し た 後 、 収 束 判 定 を 行 い （ ス テ ッ プ １ ０ ５ ） 、 あ る 一 定 時 間 以 上 ラ ン ニ ン グ コ ス ト の 最 小
値 が 更 新 さ れ な か っ た 場 合 、 収 束 し た も の と し て 運 転 計 画 を 決 定 す る （ ス テ ッ プ １ ０ ６ ）
。 運 転 計 画 が 決 定 す る と 、 運 転 計 画 に 基 づ い て エ ネ ル ギ ー 基 本 料 金 単 価 が エ ネ ル ギ ー 料 金
設 定 部 ３ ４ に お い て 決 定 さ れ る （ ス テ ッ プ １ ０ ７ ） 。 こ こ で 基 本 料 金 単 価 と は 需 要 量 予 測
部 ３ ３ に 予 測 さ れ た 需 要 量 と 実 際 の 需 要 量 が 一 致 し た 場 合 の 料 金 単 価 で あ る 。 需 要 家 ご と
に 基 本 料 金 単 価 が 決 定 さ れ た 後 、 運 転 計 画 に 基 づ き エ ネ ル ギ ー 発 生 装 置 を 運 転 す る （ ス テ
ッ プ １ ０ ８ ） 。 負 荷 需 要 量 の 予 測 と 実 測 値 が 異 な る 可 能 性 が あ る た め 、 数 時 間 ご と に 運 転
計 画 の 変 更 を 行 う （ ス テ ッ プ １ ０ ９ ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う に し て 運 転 計 画 が 作 成 さ れ た 電 力 に 関 す る 計 画 を 図 ３ に 、 熱 に 関 す る 計 画 を 図
４ に 示 す 。 図 ３ 、 図 ４ は そ れ ぞ れ 一 需 要 家 の 例 を 示 し 、 Ｆ Ｃ と は 燃 料 電 池 ２ １ の こ と を 示
す も の で あ る 。 図 ３ に お い て 横 軸 に ２ ４ 時 間 分 の 時 刻 を 、 縦 軸 に 電 力 量 を 示 し 、 需 要 量 で
あ る 消 費 電 力 と 燃 料 電 池 ２ １ の 発 電 計 画 を 作 成 し て い る 。 電 力 量 は １ 時 間 の 積 算 値 で あ る
。 図 ３ の 中 段 の 表 は こ の 発 電 計 画 に 伴 っ て エ ネ ル ギ ー 料 金 設 定 部 ３ ４ が 作 成 し た 電 力 に 関
す る エ ネ ル ギ ー 基 本 料 金 単 価 で あ る 。 図 ４ で は 横 軸 に ２ ４ 時 間 分 の 時 刻 を 、 縦 軸 に 熱 量 を
示 し 、 需 要 量 で あ る 消 費 熱 量 と 図 ３ の 燃 料 電 池 ２ １ の 発 電 計 画 に 基 づ い て 燃 料 電 池 ２ １ か
ら 排 出 さ れ る Ｆ Ｃ 排 熱 の 利 用 熱 量 な ど を 示 す 。 た だ し 、 熱 量 は １ 時 間 の 積 算 値 で あ る 。 図
４ の 中 段 の 表 は 発 電 計 画 と 後 で 述 べ る 累 積 熱 量 に 伴 っ て エ ネ ル ギ ー 料 金 設 定 部 ３ ４ が 作 成
し た 熱 に 関 す る エ ネ ル ギ ー 基 本 料 金 単 価 で あ る 。 こ こ で 、 需 要 家 の 消 費 熱 量 が Ｆ Ｃ 排 熱 の
利 用 熱 量 を 上 回 っ た 場 合 に は 熱 量 が 不 足 す る た め 、 ボ イ ラ な ど の 追 い 炊 き 装 置 に よ り 追 い
炊 き を し 、 足 り な い 熱 量 を 補 う 。 こ れ が 追 い 炊 き 熱 量 で あ る 。 逆 に 、 消 費 熱 量 が Ｆ Ｃ 排 熱
の 利 用 熱 量 を 下 回 っ た 場 合 に は 熱 量 が 余 る の で 、 余 っ た 熱 量 を 貯 湯 槽 に 蓄 え る 。 以 上 の よ
う に し て 貯 湯 槽 ２ ２ に 蓄 え た 熱 量 を 累 積 熱 量 と し て （ １ ） 式 で 示 す 。 た だ し 、 貯 湯 槽 ２ ２
内 で 自 然 に 失 わ れ る 熱 量 を 放 熱 ロ ス す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 累 積 熱 量
　 ＝ 貯 湯 槽 の 初 期 熱 量 － 消 費 熱 量 ＋ Ｆ Ｃ 排 熱 の 利 用 熱 量 ＋ 追 い 炊 き 熱 量 － 放 熱 ロ ス
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ・ ・ （ １ ）
　 続 い て 、 エ ネ ル ギ ー 料 金 設 定 部 ３ ４ に よ っ て 各 需 要 家 の エ ネ ル ギ ー 料 金 単 価 を 決 定 す る
方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 図 ５ は 需 要 量 予 測 部 ３ ３ が 予 測 す る 需 要 量 予 測 値 に 基 づ い て 各 需 要 家 １ １ 1 ～ １ １ n の エ
ネ ル ギ ー 料 金 を 決 定 す る 例 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 過 去 の 需 要 量 の 履 歴 に 基 づ い て 重 回
帰 分 析 や ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク 法 を 用 い て 需 要 量 を 予 測 し 、 需 要 量 を 決 定 す る （ ス テ ッ
プ ２ ０ １ ） 。 決 定 し た 需 要 量 や 基 本 料 金 単 価 を 需 要 家 １ １ 1 ～ １ １ n へ 提 示 す る （ ス テ ッ プ
２ ０ ２ ） 。 こ の 時 の 基 本 料 金 単 価 の 設 定 は 図 ３ 中 段 の 表 の よ う に 、 燃 料 電 池 ２ １ が 発 電 し
て い な い 時 間 帯 に お い て 燃 料 電 池 ２ １ を 起 動 さ せ よ う と す る と 起 動 す る た め の 燃 料 コ ス ト
が か か る た め 基 本 料 金 単 価 を 高 く 設 定 す る こ と や 、 昼 間 は 外 部 電 力 事 業 者 か ら 買 い 取 る 電
力 料 金 が 高 い た め 、 定 格 １ ｋ Ｗ 以 上 の 需 要 量 が 生 じ た 場 合 に は 高 く 設 定 す る こ と と す る 。
ま た 、 図 ４ 中 段 の 表 の よ う に 、 燃 料 電 池 ２ １ が 起 動 し て い る 時 間 帯 は 放 熱 ロ ス が 少 な い の
で 料 金 を 安 く 設 定 し 、 累 積 熱 量 以 下 な ら ば 貯 湯 槽 ２ ２ の 熱 量 だ け で 追 い 炊 き す る 必 要 が な
い の で 料 金 を 安 く 設 定 す る こ と と す る 。 こ こ で 需 要 家 へ の 提 示 方 法 は 、 図 ３ の 下 段 の 表 の
よ う に 消 費 電 力 に 「 Ｘ ｋ Ｗ ｈ 余 裕 あ り 」 「 Ｘ ｋ Ｗ ｈ 過 剰 」 （ た だ し 表 示 は １ 分 ご と の 表 示
で こ の ま ま １ 時 間 電 力 を 使 用 し た 時 の 余 裕 の 有 無 を 示 す ） 、 ま た 、 図 ４ の 下 段 の 表 の よ う
に 給 湯 量 「 残 り Ｙ リ ッ ト ル 」 「 お 勧 め 入 浴 時 間 ８ ： ０ ０ ～ ９ ： ０ ０ 」 な ど の 単 純 な 表 示 で
も よ い 。 表 示 を わ か り や す く す る こ と に よ り 、 需 要 家 １ １ 1 ～ １ １ n は こ の 表 示 だ け で 判 断
で き る の で 予 測 値 に 沿 っ た 消 費 パ タ ー ン を 促 す こ と が で き る 。 こ の 後 、 需 要 家 １ １ 1 ～ １
１ n か ら 提 示 し た 需 要 量 に 変 更 の 要 望 が あ っ た 場 合 （ ス テ ッ プ ２ ０ ３ ） 、 需 要 家 １ １ 1 ～ １
１ n か ら 需 要 量 変 更 申 告 を 受 け 付 け 、 需 要 量 を 変 更 し （ ス テ ッ プ ２ ０ ４ ） 、 再 度 需 要 家 へ
需 要 量 基 本 料 金 単 価 を 提 示 す る 。 提 示 し た 後 は 運 転 計 画 を 変 更 す る （ ス テ ッ プ ２ ０ ５ ） 。
こ の よ う に し て 需 要 量 を 決 定 し た 後 （ ス テ ッ プ ２ ０ ６ ） 、 需 要 量 計 測 部 ３ ２ に よ っ て 実 際
の 需 要 量 を 計 測 し （ ス テ ッ プ ２ ０ ７ ） 、 需 要 量 の 予 測 値 と 実 績 値 の 比 較 を 行 う （ ス テ ッ プ
２ ０ ８ ） 。 こ こ で 比 較 方 法 に つ い て 説 明 す る た め に 図 ６ に 電 力 量 に 関 す る 予 測 値 と 実 績 値
の 比 較 の 一 例 を 示 す 。 実 績 値 １ 、 ２ の よ う に 予 測 値 を 上 回 っ た り 、 下 回 っ た 場 合 に は （ ａ
） 、 （ ｂ ） の 分 だ け ペ ナ ル テ ィ ー 料 金 単 価 が 発 生 す る 。 こ の 需 要 量 の 予 測 値 と 実 績 値 の 比
較 に お い て 、 図 ７ の よ う に （ α ） 、 （ β ） の よ う に 余 裕 を 設 け る こ と も で き る 。 つ ま り 、
（ α ） 、 （ β ） の 範 囲 内 に 需 要 家 の 需 要 量 が 納 ま っ て い る 場 合 に は ペ ナ ル テ ィ ー 料 金 単 価
は 発 生 し な い 料 金 設 定 も 可 能 で あ る 。 ま た 、 図 ８ の よ う に 、 １ ５ 時 に 想 定 外 の 給 湯 需 要 が
発 生 し た 場 合 に は 追 い 炊 き し な け れ ば な ら な い た め 、 追 い 炊 き 熱 量 が 余 分 に 発 生 す る 。 こ
の よ う な 場 合 に も ペ ナ ル テ ィ ー 料 金 単 価 が 発 生 す る も の と す る 。 以 上 の よ う に 、 予 測 値 と
実 績 値 が 異 な っ た 分 に 対 す る ペ ナ ル テ ィ ー 料 金 単 価 を 基 本 料 金 単 価 に 加 え た も の を 分 散 型
エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム １ 内 の エ ネ ル ギ ー 料 金 単 価 と す る （ ス テ ッ プ ２ ０ ９ ） 。 こ こ で 、 エ ネ
ル ギ ー 料 金 単 価 を （ ２ ） 式 の よ う に 定 義 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 エ ネ ル ギ ー 料 金 単 価 ＝ エ ネ ル ギ ー 基 本 料 金 単 価 ＋ ペ ナ ル テ ィ ー 料 金 単 価 ・ ・ ・ （ ２ ）
　 （ ２ ） 式 は 電 力 需 要 量 が 予 測 値 を 上 回 っ た 場 合 や 、 追 い 炊 き 熱 量 が 余 分 に 発 生 し た 場 合
の エ ネ ル ギ ー 料 金 単 価 で あ る が 、 電 力 需 要 量 が 予 測 値 を 下 回 っ た 場 合 に は 電 力 系 統 ２ を 介
し て 接 続 さ れ て い る 他 の 分 散 型 エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム へ 余 剰 電 力 を 融 通 す る も の と す る 。 そ
の 際 、 融 通 す る 電 力 価 格 は エ ネ ル ギ ー 料 金 設 定 部 ３ ４ が 設 定 し 、 余 剰 電 力 分 の 料 金 を 余 剰
電 力 を 融 通 し た 需 要 家 が 受 け 取 る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ９ は 分 散 型 エ ネ ル ギ ー 需 給 制 御 装 置 が エ ネ ル ギ ー を 有 効 に 使 う よ う に 各 需 要 家 １ １ 1

～ １ １ n の 需 要 量 を 修 正 し て 提 示 し 、 エ ネ ル ギ ー 料 金 単 価 を 決 定 す る 例 の フ ロ ー チ ャ ー ト
で あ る 。 ま ず 、 運 転 計 画 作 成 部 ３ １ が 作 成 し た 運 転 計 画 に 基 づ い て 需 要 家 に 提 示 す る た め
の 需 要 量 の 修 正 を 行 う （ ス テ ッ プ ３ ０ １ ） 。 例 え ば 図 １ ０ の よ う な 需 要 家 で は 定 格 １ ｋ Ｗ
の 燃 料 電 池 ２ １ を 設 置 し て い る た め 、 定 格 １ ｋ Ｗ ま で は 発 電 余 裕 が 残 さ れ て い る 。 定 格 １
ｋ Ｗ で 運 転 し た 方 が 効 率 が 高 く な る た め 、 発 電 余 裕 を 残 さ な い よ う な 需 要 量 を 需 要 量 予 測
部 ３ ３ が 作 成 し 、 需 要 家 １ １ 1 ～ １ １ n へ 提 示 す る 。 図 １ １ は 図 １ ０ の １ ９ 時 ～ ２ ４ 時 を 定
格 出 力 に し て 需 要 家 へ 提 示 し た 電 力 に 関 す る 例 で あ る 。 ま た 、 １ ７ 時 か ら 翌 日 ２ 時 ま で 燃
料 電 池 ２ １ を 発 電 し て い る た め 、 そ の 時 間 に 給 湯 す れ ば 放 熱 ロ ス が 生 じ な い 。 し た が っ て
、 燃 料 電 池 ２ １ か ら の 排 熱 が 有 効 利 用 で き る １ ７ 時 か ら 翌 日 ２ 時 ま で に 給 湯 す る よ う な 需
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要 量 を 需 要 量 予 測 部 ３ ３ が 作 成 し 、 需 要 家 へ 提 示 す る 。 こ の よ う に 燃 料 電 池 ２ １ を 定 格 運
転 で 排 熱 を 最 大 限 利 用 す る こ と が 可 能 な 需 要 量 を 需 要 家 へ 提 示 す る （ ス テ ッ プ ３ ０ ２ ） 。
な お 、 提 示 さ れ た 需 要 家 が そ れ を 受 け 入 れ た 場 合 に は エ ネ ル ギ ー 基 本 料 金 単 価 の 減 額 を 図
る も の と し 、 需 要 家 に よ っ て 変 更 さ れ た 需 要 量 を 元 に 運 転 計 画 作 成 部 ３ １ は 運 転 計 画 を 変
更 す る （ ス テ ッ プ ３ ０ ５ ） 。 図 １ ２ は 熱 に 関 す る 需 要 量 を 提 示 し た 例 で あ り 、 こ こ で 上 段
の 図 に お け る 消 費 熱 量 は 分 散 型 エ ネ ル ギ ー 需 給 制 御 装 置 ３ が 作 成 し た 最 適 な 消 費 熱 量 を 示
し 、 中 段 の 表 は 熱 に 関 す る エ ネ ル ギ ー 基 本 料 金 単 価 、 ま た 下 段 の 表 は 現 在 の 貯 湯 量 と 分 散
型 エ ネ ル ギ ー 需 給 制 御 装 置 ３ が 作 成 し た エ ネ ル ギ ー を 有 効 に 使 う こ と が で き る 入 浴 時 間 を
示 す 。 こ こ で 需 要 家 か ら の 変 更 申 告 が あ っ た 場 合 に は そ の 需 要 家 の 需 要 量 を 変 更 し （ ス テ
ッ プ ３ ０ ３ 、 ３ ０ ４ ） 、 運 転 計 画 を 変 更 し （ ス テ ッ プ ３ ０ ５ ） 、 再 度 需 要 家 へ 需 要 量 基 本
料 金 単 価 を 提 示 す る （ ス テ ッ プ ３ ０ ２ ） 。 熱 の 場 合 も 電 力 と 同 様 に 、 提 示 さ れ た 需 要 家 が
そ れ を 受 け 入 れ た 場 合 に は エ ネ ル ギ ー 基 本 料 金 単 価 の 減 額 を 図 る も の と し 、 需 要 家 に よ っ
て 変 更 さ れ た 需 要 量 を 元 に 運 転 計 画 作 成 部 ３ １ は 運 転 計 画 を 変 更 す る 。 こ の よ う に 需 要 量
を 決 定 し た 後 （ ス テ ッ プ ３ ０ ６ ） 、 実 際 に 需 要 家 が 使 用 し た 需 要 量 を 計 測 し 、 図 ５ と 同 様
に 予 測 値 と 実 績 値 を 比 較 し （ ス テ ッ プ ３ ０ ８ ） 、 エ ネ ル ギ ー 料 金 単 価 を 決 定 す る （ ス テ ッ
プ ３ ０ ９ ） 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ ３ は 需 要 家 が 作 成 す る 需 要 量 予 測 値 に 基 づ い て 各 需 要 家 の エ ネ ル ギ ー 料 金 を 決 定 す
る 例 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 需 要 家 の 在 ・ 不 在 や 、 負 荷 の 使 用 予 定 な ど の 申 告 に 基 づ い
て 需 要 量 を 決 定 す る （ ス テ ッ プ ４ ０ １ ～ ４ ０ ４ ） 。 こ の 後 、 図 ５ と 同 様 に エ ネ ル ギ ー 料 金
単 価 を 決 定 す る （ ス テ ッ プ ４ ０ ７ ～ ４ ０ ９ ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て そ の 装 置 例 お よ び こ れ に 対 応 す る 方 法 例 を 列 挙 し て
説 明 し た が 、 本 発 明 は 必 ず し も 上 述 の よ う な 手 法 の み に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 前 述 の
効 果 を 有 す る 範 囲 内 に お い て 、 適 宜 、 変 更 を 実 施 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 分 散 型 エ ネ ル ギ ー 需 給 制 御 装 置 お よ び 分 散 型 エ ネ ル ギ ー シ
ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 運 転 計 画 作 成 部 の 全 体 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 一 需 要 家 に お け る 消 費 電 力 と 燃 料 電 池 の 発 電 計 画 を 示 す 例 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 需 要 家 が 燃 料 電 池 の 発 電 計 画 に 基 づ い て 運 転 し た 時 の 熱 量 の 変 化 を 示 す 例
で あ る 。
【 図 ５ 】 需 要 量 予 測 部 が 予 測 す る 需 要 量 予 測 値 に 基 づ い て 各 需 要 家 の エ ネ ル ギ ー 料 金 を 決
定 す る 例 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 一 需 要 家 に お け る 電 力 量 に 関 す る 設 定 値 と 実 績 値 の 比 較 の 一 例 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ に お い て 設 定 値 と 実 績 値 の 間 に 余 裕 を 設 け た 例 で あ る 。
【 図 ８ 】 一 需 要 家 に お け る 想 定 外 の 給 湯 需 要 が 発 生 し た 場 合 を 示 す 例 で あ る 。
【 図 ９ 】 需 要 量 予 測 部 が 作 成 す る 需 要 量 予 測 値 に 基 づ い て 各 需 要 家 の エ ネ ル ギ ー 料 金 を 決
定 す る 例 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ０ 】 定 格 １ ｋ Ｗ ま で は 発 電 余 裕 が 残 さ れ て い る 需 要 家 を 示 す 例 で あ る 。
【 図 １ １ 】 分 散 型 エ ネ ル ギ ー 需 給 制 御 シ ス テ ム が 作 成 し た 電 力 に 関 す る 需 要 量 を 示 す 例 で
あ る 。
【 図 １ ２ 】 分 散 型 エ ネ ル ギ ー 需 給 制 御 シ ス テ ム が 作 成 し た 熱 に 関 す る 需 要 量 を 示 す 例 で あ
る 。
【 図 １ ３ 】 需 要 家 が 作 成 す る 需 要 量 予 測 値 に 基 づ い て 各 需 要 家 の エ ネ ル ギ ー 料 金 を 決 定 す
る 例 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 １ 　 　 分 散 型 エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム
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　 ２ 　 　 電 力 系 統
　 ３ 　 　 分 散 型 エ ネ ル ギ ー 需 給 制 御 装 置
　 ４ 　 　 電 力 ・ ガ ス 価 格 Ｄ Ｂ
　 １ １ 1 ～ １ １ n 　 　 需 要 家
　 １ ２ 　 　 蓄 電 池
　 ２ １ 　 　 燃 料 電 池
　 ２ ２ 　 　 貯 湯 槽
　 ２ ３ 　 　 電 力 負 荷
　 ２ ４ 　 　 熱 負 荷
　 ２ ５ 　 　 申 告 装 置
　 ３ １ 　 　 運 転 計 画 作 成 部
　 ３ ２ 　 　 需 要 量 計 測 部
　 ３ ３ 　 　 需 要 量 予 測 部
　 ３ ４ 　 　 エ ネ ル ギ ー 料 金 設 定 部
　 １ ０ １ ～ １ ０ ９ 、 ２ ０ １ ～ ２ ０ ９ 、 ３ ０ １ ～ ３ ０ ９ 、 ４ ０ ９ 　 　 ス テ ッ プ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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